
この山に登ろう②
,t奏む差峰のそ峰

草原とブナの森を楽し

吾妻山
12388m
ひ わ

圧原市比和町森脇

1ヒ草Ⅲ工い〔止もファヽリー向けりⅢとい

たば吾去山〔■ にお山のアの去四 い民の

4Fの大′rは 常ヽぉ mnぅです ■の=四

uり ,は い嘔村吾=ば ロッサを雄し tH高″

10D□もありま1 1,■ 11  jのilに■■

Ⅲのコ■が見え 1時中に すヽで山■に立て

ます  ロッジ月赳 まをの,,ガ 巾 fⅢ 地う|

●在し 弦I的 てりとかな瓜■です

7ブ P― ■ⅢⅢⅢ Ⅲか Fヽ道 432,tナ七和

町に向″います 掛販ホ■■にス, ドル

フイン,(レイスキール弥を付由Lてい哺 うに

上●ていくのな-4定的てす ■在は,すりff

ゆⅢをヽ て進みます ますは,メ ンてトイレ

をヽ市ませましょう とこてま 信お 食4

む

広島登山m究 所 lt実 松 島  宏

穴1●わiて==Ⅲ   ■iン ブHl ヽ し,1■ (■

,一 ブ)も あります

Pッ ブの印 ,か■登山とすいまけます 1,

■21 ■■にせi口["とすら i子のと|

のi 小打Ⅲ ● ■ 3)を 荘に してに trにい

れて, ビークサ●■ヽます 去|はうしい展望

/f■じめます ここて一体Ⅲして■ににⅢⅢ Ⅲ

いましょう Rttte60度をる のヽりなtW[

ユな■Lめます イには“容鳥帽子出力■に

=」 までのIL源Ⅲ進峰が予び Eく ■には車

"“末の大階Iナ 広"モっています 四 とは切,

立つた尾Nガ(駁苦を枕kⅢ Ⅲ【tiま す ■■

避か在方に大Ⅲか月える時もあります 登つ

てまた地のいも拍をのけて栞雄ないしちです

′ヽ
一「≡≡　　一　．

ｉ

■
，

■

4

Fl,は ヽlt環 軍再れ的0田 口阿 室され■mに 度定

迪0原 ",言 ■山と宮む

３３



多節によう花も咲吉乱れます 春のイフ″才

ミ タ=ウ ッヤ レンタツソン 夏から私の

マッムシツウやトリカント.イとを楽しなに言

れる室山者も多く前rtています

尾帆を市 i下つて高の京経由て下山千さま

す 峰阿があl■ば京の大幡Xに 下りて,ま

しょう 烹1麟らしく気持ちのよいススキの大

草原てす 草原の北口には'す の小力均 け

蔦根県真出雲町の■ャンブ槻があります

1∞人位入れそうす木道の大きな山小屋があ

り 登山者に開技されています (写真4)

拒効や花の写真も規示されています きれ,

どトイレもあ,ます。もう一歩足を伸lrして

は軍烏幅子山や御座 (比聾Ⅲ)=て 行つて

もいいてすね 在れ1時田を,て くたさい.

さあ大踏Fか ら前の“経由で,ッ ジに帰

りましⅢう 大腔メから畳って"く と な

わら 吾車Ⅲから下りて菖た道が合抗しま

す (写真5) 真つ直ぐ進み 索晴らしいブ

,お =堪 lILしてください 高の原力らロッジ

=て も競高の“い甚者とした原生ホが続きま

す 大膳Hか 奇じの原の間1まブ,の 原生林力i

情凛てきます 池の原に近水 と,テ ーツゃ

■ヽシブ幼力切 ltて菖ます 道賠にutて有に

旭とと 駈車均の先に業味しい水のわ菖utて

る水塚があります 吾享山の母菖水です。

ロッジに向力うと左右 i池が現れます との

池によ震ポ沢山群ltています 廊付けされて

いるのか 人の気配て水面が盛り上よるくら

い手ってきます ことも進分〔控|こ触つて荘た

ていました (写真6)

草Xや ブすの原■林 四手析々の花 素晴

らしい山■の口しめとは力枯職てす 小暖打吾

車山ロッジをベースに ご家僚て言要Ⅲの宮

本セ本したてください.
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